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１．研究計画の概要 
 
本研究では、リコンフィギュラブルシステム
における高速計算手法の明確化、また、それ
ら高速化手法を様々な問題に対してより容
易に適用可能とするための設計サポートシ
ステムの構築を行う。具体的には、最新の
FPGA を搭載したシステムを用いて、様々な
実応用問題の高速化の研究を行い、様々な高
速化手法の評価を行う。また、それ等の評価
結果をもとに、新たな問題に対する回路を作
成する際に、問題の特徴に応じて、各高速化
手法の有効性、その時必要となる回路規模等
の見積もりを行い、利用可能なライブラリを
提示することのできるサポートシステムの
構築を目指す。 
 
２．研究の進捗状況 
 
最新の FPGA を搭載した FPGA ボードとそ
の拡張メモリ、マザーボード、それらのホス
トコンピュータとなるパーソナルコンピュ
ータを購入し、それ等を用いて小規模なリコ
ンフィギュラブルシステム上を構築した。こ
れらのシステムを用いて、様々な問題の評価
を通した高速化手法の検討/評価を行うため
に、(1) N 次元空間を 1 次元的に接続された
演算ユニットで走査し計算を行う問題とし
て、多次元空間におけるダイナミックプログ
ラミングに基づくホモロジー検索の研究、(2) 
N 次元空間を 2 次元的(アレイ)に接続された
演算ユニットで走査し計算を行う問題とし
て、2 次元画像のセグメンテーション問題、
フィルタリング処理、ローカルコントラスト
の補正問題、パターンマッチング問題、(3) 2

の N 乗の大きさの探索空間に対し N 個の演
算ユニットを用いて最適解の探索を行う問
題として、充足可能性問題 等の高速化の研
究を行って来た。これらの研究の評価結果を
もとに、問題の対象空間の特徴、その空間を
走査する演算ユニットの接続状態の特徴、各
演算ユニットにおいて参照される対象空間
の一部の次元と形状をパラメータとして、高
速化回路の一般化をはかり、そのライブラリ
化の検討を行った。これらの検討結果をもと
に、画像処理問題を対象とした、より C 言語
のレベルに近いハードウェア記述言語の仕
様検討を行い、その処理系の開発を開始した。
また、SIMD 命令をサポートした複数のコア
を持つマイクロプロセッサ、多数のコアを持
つ GPU 等の最新の LSI との性能差を明らか
にするために、これらの LSI の性能評価を行
った 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。予定ほど評
価の進まなかった応用問題もあるが、全体的
には順調に評価が進んでおり、ほぼ予定通り、
C 言語のレベルに近い、高速計算向きハード
ウェア記述言語の開発に着手することがで
きた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
今後は、パーソナルコンピュータの購入を行
い、その上に、前年度に試作したリコンフィ
ギュラブルシステム上での回路設計のため
の設計サポートシステム、回路設計を容易と
するためのハードウェア記述言語、CAD ソフ



トウェア/論理シミュレータを統合したシス
テムを構築し、実際に幾つかの新たな問題に
対する高速化の試みを通して、この設計環境
の評価を行い、サポートシステムおよびハー
ドウェア記述言語の改良を行う。これと平行
して、手作業による応用問題の各種高速化手
法を用いた場合の高速化に関する評価、およ
び、他の研究者による研究成果の調査/検証
を通して、データベースの拡充を行う。また、
この評価を通して、ハードウェア記述言語の
改良を行う。以上の流れを通して、リコンフ
ィギュラブルシステムにおける高速化手法
の確立、および、それらの手法を用いた設計
をより容易とするためのサポートシステム
の実現を行う。また、高速計算に適した小規
模リコンフィギュラブルシステムのアーキ
テクチャの確立を目指す。 
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